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「我が国宇宙開発プロジェクトの検討経緯の調査整理、分析および政策研究」
の成果について

研究
開発
体制

研究
開発
期間

平成２５年度～
平成２７年度
（３年間）

研究
開発
規模

予算総額（契約額） 13.6百万円

研究開発の背景・全体目標

研究開発の全体概要と期待される効果

【全体概要】
宇宙開発委員会において審議された我が国の宇宙開発プロジェクトの検討経緯

等に関する資料（文部科学省保管）を電子化・保存する。
電子化・保存に際して、我が国の宇宙開発に関する有識者から構成される委員

会（以下「宇宙政策研究委員会」）を開催し、その検討を経て、公開・非公開の
識別を行い、網羅的かつ体系的に整理して活用可能性の高いアーカイブとする。

本研究により宇宙開発委員会の資料の電子検索を可能とするとともに、整理さ
れた資料に基づいて、「宇宙政策研究委員会」を活用しつつ、我が国の宇宙政策、
主要な出来事、過去の宇宙開発プロジェクトの目標、成果等について調査分析を
行い、今後の政策立案に資する事例の研究を行う。

【期待される効果】
本研究成果を踏まえ、文部科学省のホームページ等で宇宙開発委員会の資料が

適切に公開され、今後の我が国の宇宙政策立案や学術研究に広く活用されること
が期待される。

１年目 ２年目 ３年目

4.9百万円 4.4百万円 4.3百万円

主管研究機関 有人宇宙システム株式会社

共同研究機関 なし

「国民との科学・技術対話」の推進に関する取組について

特になし

我が国の宇宙開発（1960年代の本格開始から2010年頃まで）における宇宙政策及び
これに基づく宇宙科学及び宇宙開発利用のためのプロジェクトに関して、宇宙開
発委員会（旧総理府に1968年に設置され、文部科学省下で2012年に終了）が審議決定した
宇宙政策とプロジェクトに関する資料を電子化・保存しつつ、網羅的かつ体系的
に再整理し、調査分析及び政策研究を行う。

①永久保存
②国民に公表
③利活用可能に

宇宙開発委員会の紙資料
専門部会等の資料

整理された資料
に基づき、今後
の政策立案に
資する事例研究
を実施

有識者委員会の
検討・意見

検討と方針の設定
・資料の仕分け分類
・電子化
・アーカイブ化

活用可能性の高
い電子データ・
アーカイブを整備
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①「宇宙開発委員会資料の電子化・保存化および体系的・網羅的な整理」

実施内容及び主な研究開発成果

文部科学省に保管されている宇宙開発委員会の資料を識別し（紙媒体：788パイプファイル）、その仕分け、分類、リスト化を行った。

また、宇宙開発委員会の多量の資料（注：宇宙開発委員会の審議は、45年間、1,364回に及ぶ。）を、効果的・効率的にスキャン・電子化し、活用可能性の高
い網羅的・体系的な電子アーカイブとするため、「宇宙政策研究委員会」を設置・開催し、その検討・意見を踏まえつつ、作業を行った。

宇宙開発委員会とその下の各種部会等の資料のスキャン・電子化は、委員会と各部会の役割、機能等を体系的に整理し、次の優先度を設定して網羅的に実
施した。

第１順位：委員会の審議資料の全部を、及び各種部会等の審議結果の全部を電子化した。
第２順位：委員会の審議結果の概要説明資料の全部を電子化した。
第３順位：各種部会等の審議経過資料は、その主なものを、③「過去の政策・プロジェクトの分析と今後の政策立案に資する事例の研究」に記述

する政策研究テーマに関わる資料か否かを判断基準とし、抜粋して電子化した。

（参考）我が国の宇宙開発に関する有識者から構成する委員会（宇宙政策研究委員会）の構成（敬称略）
職名 氏名 現職（平成28年2月現在）
委員長 松尾 弘毅 有人宇宙システム株式会社 科学顧問
委員 青木 節子 慶應義塾大学総合政策学部 教授

城山 英明 東京大学大学院法学政治学研究科 教授
片木 嗣彦 宇宙航空研究開発機構（JAXA） OB
光盛 史郎 JAXA国際部調査分析課長
杉田 尚子 JAXA国際部調査分析課主幹

事務局 有人宇宙システム株式会社
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②「閲覧・検索のしやすさを考慮し、公開・非公開の識別基準に基づく活用可能性の
高い電子データ・アーカイブの整備」（1/3）

実施内容及び主な研究開発成果

ア 閲覧・公開手法を考慮した電子データ・アーカイブの整備

電子データは、紙媒体をスキャンした透明テキスト付き画像ｐｄｆ形式とし
（手書き等を除く。）、利用者が簡便にプロジェクト名、フリーキーワード等
の文字列で検索が出来るようにした。

電子データは、宇宙開発委員会、各種部会の役割、機能の分析に基づい
た階層構造（機能細分構成（WBS：Work Breakdown Structure）による。）のフォル
ダーに収容したアーカイブとした。

10000_宇宙委委員会 50000_宇宙委委員会
委員会 50000_委員会
参与会 51000_委員懇談

委員懇談

委員会月報

20000_部会（常設部会、特別部会）、懇談会等 60000_部会（常設部会、特別部会）、懇談会等
21000_定常事項、常設部会 61000_定常事項、常設部会

21100＿【宇宙開発計画、予算見積方針】 61100＿【宇宙開発計画・予算見積り】
21110 開発計画総合部会

ロケット開発計画部会
人工衛星開発計画部会

21140 計画部会
21150 第一部会 （適用なし）

輸送系分科会
衛星系分科会

21160 計画調整部会
衛星測位技術分科会
輸送系評価分科会

21200＿【計画に関連する特別部会】 61200＿【計画評価】
21210 技術部会 （計画の技術的審議） 61210_計画・評価部会
21220 第二部会 H-ⅡAロケット試験機評価小委員会

スペースシャトル分科会 超高速インターネット衛星プロジェクト評価小委員会
H-Ⅰロケット分科会 温室効果ガス観測技術衛星プロジェクト評価小委員会
H-Ⅱロケット分科会 LNG推進系飛行実証プロジェクト評価小委員会

21230 第一次材料実験テーマ選定特別部会 水星探査プロジェクト評価小委員会
21240 宇宙基地計画特別部会 H-ⅡAロケット輸送能力向上プロジェクト評価小委員会
21250 宇宙基地特別部会 61220_推進部会
21260 宇宙ステーション部会 温室効果ガス観測技術衛星プロジェクト評価小委員会

利用分科会 水循環変動観測衛星プロジェクト評価小委員会
21270 宇宙往還輸送システム懇談会 LNG推進系飛行実証プロジェクト評価小委員会
21280 宇宙環境利用部会 GXロケット評価小委員会

61230_評価指針特別部会
61240_利用部会

21300＿【安全審議・評価】 61300＿【安全審議】
21310 安全部会 61300_安全部会
21320 第三部会
21330 安全評価部会

21400＿【事後評価・事故調査】 61400＿【事故調査】
21410 技術部会 （計画実施状況、事故等の審議） 61400_調査部会
21420 第四部会 衛星総点検専門委員会
21430 放送衛星対策特別委員会 H-ⅡAロケット再点検専門委員会
21440 技術評価部会 「みどりⅡ」の運用異常に係る電源系に関する検討会

M-3SⅡ特別小委員会
H-Ⅱ8号機技術評価専門家会合

21450 技術試験衛星Ⅵ型特別調査委員会
ETS-Ⅷ分科会
H-ⅡA評価専門家会合

22000＿特別部会 62000＿特別部会
22100 宇宙関係条約特別部会 62100_長柄タスクフォース
22200 宇宙保険問題等懇談会 62200_宇宙科学に関する懇談会
22300 理解増進に関する懇談会 62300_地球観測特別部会
22400 国際宇宙ステーション計画評価委員会 62400_宇宙開発の政策的な課題に関する懇談会

22500 宇宙開発基本問題懇談会 62500_国際宇宙ステーション特別部会
22600 特別会合 62600_特別会合

30000＿政策大綱等部会（特別部会、懇談会）等 70000＿長期計画
ポスト・アポロ計画懇談会 70000_計画部会
長期ビジョン懇談会 宇宙科学ワーキンググループ
長期ビジョン特別部会 輸送系ワーキンググループ
政策大綱調査会 月探査ワーキンググループ

長期政策懇談会

長期政策部会

基本戦略部会37000

12000

31000
32000
33000
34000

35000

10000
11000

13000

36000

（参考表）宇宙開発委員会、各種部会の機能細分構成
（WBS）
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②「閲覧・検索のしやすさを考慮し、公開・非公開の識別基準に基づく活用可能性の
高い電子データ・アーカイブの整備」（2/3）

実施内容及び主な研究開発成果

委員会資料は、更に、暦年毎のフォルダーに置き、時系列が解るようにした。
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②「閲覧・検索のしやすさを考慮し、公開・非公開の識別基準に基づく活用可能性の
高い電子データ・アーカイブの整備」（3/3）

実施内容及び主な研究開発成果

イ 公開・非公開の区分と指針

不開示情報の類型（総務省情報公開web）をもとに、「宇宙政策研究委員会」の検討を受けて、公開・非公開の識別基準を定め、公開には検討を要すると思われる電
子データに識別符号を付した。

電子データのアーカイブを、「保存データアーカイブ」と「公開データアーカイブ」に分け、公開データアーカイブには公開には検討を要すると思われるデータを含めない、
とした。

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/gyo
ukan/kanri/jyohokokai/gaiyo.html

公開・非公開の識別基準
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③「過去の政策・プロジェクトの分析と今後の政策立案に資する事例の研究」(1/7)

実施内容及び主な研究開発成果

宇宙開発委員会資料の整理の検討と併せて、「宇宙政策研究委員会」における検討、意見を踏まえつつ、我が国の宇宙開発の状況を考慮した今後の政
策提案検討に資する事例の研究を行った。

イ 政策立案に資する事例の研究

４つの年代区分と政策研究テーマをもとに、宇宙開発委員会の資料、実施された宇宙開発プロジェクト、関係すると思われる社会状況を整理
した。（次頁 参照）

そのうえで、プロジェクト等の目的、目標、内容、打上げ時期、運用期間、成果等を整理し、宇宙開発委員会の政策決定がどのようになされ
たか、また、政策がプロジェクトにどう関連したのかを分析した。
これらの分析に基づき、我が国宇宙開発を取り巻く状況、我が国の宇宙政策の変遷を、年代毎に分析、整理し（その他に、人工衛星、ロケット、
有人宇宙技術分野別に分析した。）、政策提案検討に資する事例を取りまとめた。（後述）

ア ４つの年代区分とそれぞれの政策テーマの設定

我が国の宇宙開発の状況を考慮して、宇宙開発が本格的
に開始された1960年代後半（宇宙開発委員会設置は1968年）か
ら、2012年（宇宙開発委員会終了）までの約40年余の期間を、4
つの年代に区分した。

それぞれの年代における政策課題を考慮して、政策研究
テーマを、右図のとおり、設定した。



7

主な出来事、宇
宙政策、実施さ
れた宇宙開発プ
ロジェクト等を
整理した。



③「過去の政策・プロジェクトの分析と今後の政策立案に資する事例の研究」(2/7)

実施内容及び主
な研究開発成果

8

我が国の宇宙開発（1960年
代後期～2010年頃）を4つ
の年代に区分し、それぞれ
の政策課題と宇宙開発プロ
ジェクトの状況を分析した。

各年代の課題に応じた宇宙
開発委員会の政策決定の状
況は、右図のとおりにまと
められる。



③「過去の政策・プロジェクトの分析と今後の政策立案に資する事例の研究」(3/7)

実施内容及び主
な研究開発成果

9

我が国の宇宙開発（1960年
代後期～2010年頃）を4つ
の年代に区分し、それぞれ
の政策課題と宇宙開発プロ
ジェクトの状況を分析した。

各年代の課題に応じた宇宙
開発委員会の政策決定の状
況は、右図のとおりにまと
められる。



③「過去の政策・プロジェクトの分析と今後の政策立案に資する事例の研究」(4/7)

実施内容及び主
な研究開発成果

10

我が国の宇宙開発（1960年
代後期～2010年頃）を4つ
の年代に区分し、それぞれ
の政策課題と宇宙開発プロ
ジェクトの状況を分析した。

各年代の課題に応じた宇宙
開発委員会の政策決定の状
況は、右図のとおりにまと
められる。



③「過去の政策・プロジェクトの分析と今後の政策立案に資する事例の研究」(5/7)

実施内容及び主
な研究開発成果

11

我が国の宇宙開発（1960年
代後期～2010年頃）を4つ
の年代に区分し、それぞれ
の政策課題と宇宙開発プロ
ジェクトの状況を分析した。

各年代の課題に応じた宇宙
開発委員会の政策決定の状
況は、右図のとおりにまと
められる。



③「過去の政策・プロジェクトの分析と今後の政策立案に資する事例の研究」(6/7)

実施内容及び主
な研究開発成果

12

我が国の宇宙開発（1960年
代後期～2010年頃）を4つ
の年代に区分し、それぞれ
の政策課題と宇宙開発プロ
ジェクトの状況を分析した。

各年代の課題に応じた宇宙
開発委員会の政策決定の状
況は、右図のとおりにまと
められる。



③「過去の政策・プロジェクトの分析と今後の政策立案に資する事例の研究」(7/7)

実施内容及び主
な研究開発成果

13

我が国の宇宙開発（1960年
代後期～2010年頃）を4つ
の年代に区分し、それぞれ
の政策課題と宇宙開発プロ
ジェクトの状況を分析した。

各年代の課題に応じた宇宙
開発委員会の政策決定の状
況は、右図のとおりにまと
められる。

(続き)
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その他の研究開発成果

今後の研究開発計画

これまで得られた成果
（特許出願や論文発表数等）

特許出願
査読付き
投稿論文

その他研究発表 実用化事業
プレスリリー
ス・取材対応

展示会出展

国内：0件
国際：0件

国内：0件
国際：0件

国内：0件
国際：0件

国内：0件
国際：0件

国内：0件
国際：0件

国内：0件
国際：0件

受賞・表彰リスト 特になし

成果展開の状況について

本研究の成果を踏まえて、今後、文部科学省のホームページ等で宇宙開発委員会の資料が適切に公開され、今後の我が国の宇宙政策立案や学術研究に
広く活用されることが期待される。

また、社会状況等と宇宙開発委員会の政策決定、これに基づくプロジェクトの実施の研究成果が、今後の政策立案に資することが期待される。

特になし
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事後評価票 

平成２８年３月末現在 

１．課題名 我が国宇宙開発プロジェクトの検討経緯の調査整理、分析および政策研究 

２．主管実施機関 有人宇宙システム株式会社 

３．事業期間 平成２５年度～平成２７年度 

４．総事業費 １４百万円 

５．課題の実施結果 

（１）課題の達成状況 

「所期の目標に対する達成度」 

当初の目的および目標に沿って調査・整理および分析を完了しており、基本的には目標事項の全てを達

成できていると考える。 

 

具体的な実施項目と達成状況については以下の通りである。 

 

１）過去の宇宙開発委員会の資料を、網羅的に電子化すること 

 宇宙開発委員会は、45年間にわたり活動し、その開催審議の回数は合計 1,364 回になる（1968 年

に旧総理府に設置され、文部科学省審議会として 2012 年に終了した。）。 

また、委員会のほかに、プロジェクトの評価、安全審査等のために各種の部会が設けられ審議検討

が行われており、これら委員会資料（部会のものを含む。）として全ての紙媒体（788 パイプファイ

ル分）を識別した。 

 識別後、委員会の資料を網羅的かつ体系的に電子データ・アーカイブとして整理するため、①委員

会と部会の機能・役割、②我が国の宇宙開発に係る主要な出来事とその年代の政策課題、を考慮して、

委員会の資料に優先度を設け、効果的・効率的にスキャン・電子化するとともに、網羅的で活用可能

性の高いアーカイブとし、目標を達成したと考える。 

 

２）時系列的におよびプロジェクト別に検索可能にすること 

 委員会の資料の電子データを、委員会と各種部会の機能細分構成（WBS: Work Breakdown Structure)

を基とした階層構造のフォルダーに配置し、委員会の資料は、更に、暦年別のフォルダーに配置した。

また、電子データは透明テキスト付きの画像ｐｄｆ形式とし、プロジェクト名、フリーキーワード等

により利用者が簡易に検索できるようにした。これらにより、目標を達成したと考える。 
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３）適切なキーワードを付し、検索可能にすること 

 電子データは透明テキスト付きの画像 pdf 形式とし（手書き等を除く。）、フリーキーワードにより

利用者が簡易に検索できるようにし、目標を達成したと考える。 

 

４）有識者による委員会の議論を行い、活用可能性の高いアーカイブ形式を示すこと 

 宇宙開発の有識者から構成される委員会（以下「宇宙政策研究委員会」という。）を設置し 9回開

催して検討を行い、活用可能性の高いアーカイブ形式の有り方、その他本研究の実施に際しての重要

事項について検討、意見を頂き、目標を達成したと考える。 

 

５）過去のプロジェクトの実施に至った経緯、プロジェクトの目的と目標、具体的に開発された内容、

打ち上げ時期、運用期間、主な成果等について簡潔に整理し、委員会に確認すること 

 宇宙開発に関する主な出来事、委員会の政策決定、宇宙開発プロジェクトの状況について、網羅的、

俯瞰的に整理し、宇宙政策研究委員会に確認し、目標を達成したと考える。 

 

６）過去の整理結果に基づいて、宇宙政策研究委員会を活用し、今後の政策への反映事項、提言事項を

まとめること 

 整理された宇宙開発委員会の電子データをもとに、4つの年代区分と政策研究テーマに照らして、

宇宙開発委員会の政策決定、実施された宇宙開発プロジェクト、関係すると思われる社会状況を整理

した。 

 宇宙政策研究委員会において、上記の整理をもとに、年代毎の政策の変遷、宇宙開発プロジェクト

の実施状況等を分析して、今後の政策に資する事例とし、目標を達成した。ただし、分析結果は必ず

しも有用性の高い知見として活用できるレベルまでには到達しておらず、まとめ方としても高い活用

性を伴うとは言えない部分がある。 

 

「必要性」 

・国費を用いた研究開発としての意義、政策の企画立案への貢献 

 我が国の宇宙開発は、1960 年代後期から本格的に開始されており、その当初から国全体の宇宙政策に

基づいて計画やプロジェクトを実施する重要性が認識され、宇宙開発委員会が設置されて、政策が審議

決定されてきた。宇宙開発委員会は 2012 年に終了しているが、同委員会で審議検討された我が国宇宙

開発の政策や実施された宇宙開発プロジェクトについての資料の多くは、これまでほとんど活用されて

こなかった。一方で、これらの資料は今後の政策の立案やプロジェクト管理において有用な情報を多く

含み、本来ならば高い価値を持った資産であること考えることができる。本研究はそのような、価値が

高いが活用されてこなかった資産的資料を、網羅的・体系的に整理することで今後の活用性を高めるも

のであり、特に宇宙政策および類似する大規模科学技術政策の企画立案およびプロジェクト管理に対し

て大きな貢献が期待できる。 

また、電子データとして整備された資料をもとに、年代毎の政策の変遷、宇宙開発プロジェクトの実

施状況等の基礎的な分析も行われており、その結果は将来の政策立案に資するものとなっている。 
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「有効性」 

・知的基盤の整備への貢献 

本研究の実施により、宇宙開発委員会の宇宙政策及び宇宙開発プロジェクトに関する審議、検討資料

が網羅的かつ体系的な電子データ・アーカイブとして整備された。この電子データ・アーカイブの成果

が、文部科学省のホームページ等で公開された場合には、一般国民は、我が国が本格的に宇宙開発に着

手した 1960 年代後期から 2010 年頃の宇宙政策や宇宙開発プロジェクトの実資料を簡便にかつ網羅的・

体系的に閲覧可能になり，知的基盤の整備に対して貢献することができる。 

また、宇宙政策の変遷と宇宙開発を取り巻く状況の政策研究事例は、実資料に基づいて整理したもの

であり、今後の我が国における宇宙政策立案等に資する事例として提示できた。 

 

・行政施策への貢献 

宇宙政策の変遷と宇宙開発を取り巻く状況の政策研究事例が提示されたことにより、宇宙開発委員会

の資料が網羅的・体系的データベースとして整備され、かつ、政策の変遷、宇宙開発プロジェクトの実

施状況等が俯瞰され、将来の宇宙政策立案に資するものとなることが期待される。 

 

「効率性」 

・計画・実施体制の妥当性 

宇宙政策研究委員会を設置・開催することで、妥当性と効率性の高い事業推進を実現することができ

た。宇宙政策研究委員会において、我が国宇宙開発の本格着手（1960 年代）から 2010 年頃までの期間

を、4つの年代に区分し、政策研究テーマを設けて研究するとの方針を策定するとともに、各資料に対

する公開・非公開の識別も行なった。 

 

・費用対効果向上方策の妥当性 

多量の宇宙開発委員会の紙媒体の資料の電子化・保存に際して、宇宙政策研究委員会の機能分析を経

て、資料に優先度を付与する方法により、網羅的・体系的に、かつ、効果的・効率的に作業を実施する

ことができた。 

 

（２）成果 

「アウトプット」 

本課題では大きく分けて下記のⅠ、Ⅱのアウトプットを得た。これは、当初目標を十分に達成するも

のであると考える。 

 

Ⅰ．本研究の実施により、我が国が宇宙開発を本格的に開始した 1960 年代後期から 2010 年頃までの 45

年間における、宇宙政策及び宇宙科学及び宇宙開発利用のためのプロジェクトに関する審議、検討資

料について体系的な電子データ・アーカイブとして整備した。 
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Ⅱ．また、この間における宇宙政策の変遷等を網羅的に整理し、将来の政策立案に資する事例として提

示したことにより政策立案に資する基礎的な研究成果が得られた。 

 

「アウトカム」 

これまで活用されてこなかった過去の有用な知見や情報およびそこから分析された基礎的な政策

研究結果が整理されたことは、将来の宇宙政策や学術研究の発展に対して相応の効果があることが期

待できる。また、これらの知見・情報は宇宙政策に限らず、類似する大規模科学プロジェクトや公共

政策の立案および推進においても活用できることが期待できる。 

 

（３）今後の展望 

本研究の成果を踏まえ、今後の我が国の宇宙政策立案や学術研究に広く活用されることが期待され

る。 

 

評価点 

Ａ 

評価を以下の５段階評価とする。 

Ｓ）優れた成果を挙げ、宇宙航空利用の促進に著しく貢献した。 

Ａ）相応の成果を挙げ、宇宙航空利用の促進に貢献した。 

Ｂ）相応の成果を挙げ、宇宙航空利用の促進に貢献しているが、一部の成果は得られてお

らず、その合理的な理由が説明されていない。 

Ｃ）一部の成果を挙げているが、宇宙航空利用の明確な促進につながっていない。 

Ｄ）成果はほとんど得られていない。 

評価理由 

宇宙開発委員会に関する資料について、網羅的かつ体系的な電子データ・アーカイブが作成され、今後

の宇宙開発の審議や研究に活用可能な資料が整備されており、当初の目標が達成したと考えられる。この

ような試みが重要であることは他分野を見ても明らかであり、意義のある成果を得たものと評価できる。

また、これら資料に基づいた調査分析及び政策研究について、計画に沿って実施され、アウトプットが得

られていると考えられる。以上より、本課題は、相応の成果を挙げ、宇宙航空利用の促進に貢献している。 

ただし、本課題では、過去の調査解析のみとなっており、政策提言までは至っていないと考えられるが、

今後の利用者による活用に期待したい。 
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